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　本施設は、都心部や羽田空港からのアクセ
スに非常に優れた本牧ふ頭Ａ突堤に位置して
おり、横浜港内で最大規模の物流施設となり
ます。建物は整形で端正なボックス形状とし
ており、ベースカラーのシルバー色に、横浜
港エリアのデザインの特徴であるホワイト色
のアクセントラインを施し、横浜ベイブリッ
ジからの見え方にも配慮し、景観へ寄与して
います。
　環境配慮としては、施設全体にわたってエ
ネルギー効率の高い設備を導入しています。
具体的には、全館にＬＥＤ照明や人感セン
サーを設置し、高効率空調機や日射遮蔽型の
窓ガラスを採用しました。これにより、太陽
光発電設備の設置も含め、一次エネルギー消
費を実質ゼロに抑え、ＺＥＢ認証を取得して
います。
　また、効率的な物流フローを実現するため、
１階倉庫の東面、西面に設けたトラックバー
スには大型の庇を採用し、天候に左右される
ことなく荷捌き作業が可能なほか、荷物用エ
レベーター１基と垂直搬送機４基を設置する
ことで、上下階への荷物の搬送能力を十分に
確保しています。さらに、地震エネルギー吸
収能力の高い耐震部材「アンボンドブレース
　®」を採用し、優れた耐震性能を有する物流
施設となっています。
　日鉄エンジニアリング株式会社

　建築本部　建築設計室　中　建一朗
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　横浜・本牧ふ頭で当社が開発を進めてきた
「横浜ロジスティクスセンター」がこのたび
完成しました。当社の物流事業において、国
際物流事業は今後一層の拡大が見込まれてい
ます。そうした中で、日本の基幹航路となっ
ている京浜港において、首都圏の港湾・国際
物流拡大の主要拠点として、当施設を建設し
たものです。
　本施設は、東京中心部や羽田空港に車で
分圏内とアクセス面に優れ、輸出入貨物のス
トックポイントとしてのニーズも強く、海外
と日本をつなぐネットワークの拠点として活
躍することが期待されています。大型フォー
クリフトなど豊富な資機材も有し、製品から
原材料製品までのあらゆる荷役に対応するこ
とができます。また、入出庫から船積みに至
るオペレーションに一貫工程で対応可能とな

っています。
　トラックへの積み卸し時に貨物の雨漏れを
抑制できるようｍと８ｍという長い庇（ひ
さし）を設置しており、長尺製品など大型貨
物の保管にも適しています。岸壁が隣接する
利点を生かし、艀（はしけ）や本船接岸からの
入出庫にも対応できるようになっています。
　環境に配慮したＺＥＢの最高ランクの認証
を取得した倉庫であり、外皮断熱性能の向上、
高効率な設備機器の採用による消費エネル
ギーの効率化、太陽光発電設備による創エネ
技術も採用しています。年間エネルギー消費
削減率が％以上となる最新鋭の設備を備
えた次世代物流施設となります。
　設計者、施工者には当初計画通りに、無事
故・無災害で完成へと導いていただいたこと
に感謝申し上げます。
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■施　設　名：山九株式会社横浜支店横浜ロジスティクスセンター
■所　在　地：神奈川県横浜市中区本牧ふ頭９番
■事　業　主：山九株式会社
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡

■構　　造：Ｓ造、耐震構造
■階　　数：４階
■設　　計：日鉄エンジニアリング株式会社一級建築士事務所
■施　　工：日鉄エンジニアリング・佐藤工業共同企業体
■工　　期：年２月～年１月

写真提供：日鉄エンジニアリング株式会社


